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　　4.6 先進医療Bの既評価技術に係る届出
 事項の変更に係る手続
　5. 先進医療の実施中の報告等
　　5.1 先進医療の実施中の報告
　　　　　1）定期報告
　　　　　2）実績報告

　　5.2 安全性報告
　　5.3 先進医療Bの実績の公表
　6. 先進医療の成果の活用、先進医療からの
保険収載等
　　6.1 先進医療による成果の活用
　　6.2 先進医療からの保険収載
　　6.3 先進医療Bから先進医療Aへの移行
　7. 患者申出療養

●第8章　医療機器製造販売業者の保険適
用戦略
　1. 医療機器の開発及び医薬品医療機器等
法手続きとの保険適用との関係
　　1.1 薬事承認内容（医療機器の仕様・使用
 方法等）と保険上の評価
　　1.2 既収載材料、既収載技術との類似性と
 新規材料、新規技術の評価
　　1.3 他の製品（競合する他社製品や自社の
 次世代製品）との関係と保険制度
　　1.4 医療機器の開発及び医薬品医療機器
 等法手続きとの保険適用との関係
　2. 関係医学会の代表者との関係
　3. まとめ

●第9章　結語

※現在編集中のため、目次の一部が変更とな
る場合がございます。
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